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まとめにかえて

［論文要旨］

　現代の葬送儀礼は，告別式の成立と葬儀産業の成長が基底にあって構築されている。告別式は人

口の流動性の高い都市に合致した葬儀形態であり，葬儀産業は，流動化によって弱体化した地域コ

ミュニティーを補完することで成長していった。これらの変容は，近世以来継続した葬儀の中心的

儀礼である葬列が肥大化した結果，近代化の中で流動化する都市住民の葬儀としては適合しなくな

ることで次第に廃され，告別式に代替していったことは，近代の葬制研究のなかで明らかにされて

いる。よって当時の葬列の肥大化の解明は，その後の葬儀の変容を考える上で重要な要素であり，

より詳細な検討が必要とされる。

　しかし，葬列の展開に関する研究は基本的に文献に基づくものが多く，スペクタクル化として外

部からの視線に関する言説の考察が中心であり，その視線の対象となる葬列の具体的な形態やその

肥大状況についてはいまだ十分に解明されたわけではない。そのため，その後の衰退への過程や告

別式における儀礼要素の流用の状況も明らかになっているわけではない。

　本館所蔵の『明譽眞月大姉葬儀写真帖』は，明治末期の葬儀過程を写真帖にしたものであるが，

自宅から葬列をして寺院までの写真記録は希有であり，極めて貴重な資料である。この資料による

と，当時の葬列の具体的な形象が明らかになるだけでなく，葬列の肥大状況を見て取ることで，そ

の後の告別式において見せる葬儀としての祭壇の成立を促す様も把握できる。さらに供花としての

蓮華や生花などの多様な形態の供物が祭壇脇に安置されつつも，スペクタクル化を担う葬具は大き

く転換しつつ，現代の葬儀を形作るようになっていったことがわかる。
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